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 既設コンクリート構造物の補強工事において行われるあと施工せん断補強工法や壁等の増設工法では、「あと施工せん断

補強筋」や既設と新設コンクリートの一体性を高める「あと施工アンカー筋」の挿入孔の削孔が人力により行われる。削孔

作業は通常、削岩機や電動ハンマードリル等を用いて行われるが、削孔本数が多く、繰り返しの振動作業になり、肉体的な

負担がある。また、削孔時に発生する粉塵による作業環境の悪化があり、これらの改善が求められている。そこで、省力化・

効率化を図るために、自動で削孔し、粉塵の飛散防止機能を備えたアンカー自動削孔装置を 2 種類開発した。 
 

 開発した自動削孔装置は、あと施工せん断補強筋

を対象とする大径用自動削孔装置（最大削孔径φ

40mm 程度、写真－１）とあと施工アンカー筋を対象

とする小径用自動削孔装置（最大削孔径φ 25mm 程

度、写真－２）である。 
本装置は、壁平行方向と壁直交方向、上下方向へ削

岩機・電動ハンマードリルを移動させる機構を持っ

ており、削孔計画（削孔位置、削孔深さ、削孔本数）

に従って自動で移動・削孔し、削孔結果（削孔時間、

移動量、削孔深さ等）を自動で保存する。事前の探査

で把握できなかった鉄筋等に接触した場合には、削

孔速度の低下を検知して中断し、次の孔の削孔をす

るように制御している。 
これらの装置を下水道処理施設の放流渠の耐震補

強工事（図－１）に適用した（写真－３）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
小径用および大径用の 2 種類の自動削孔装置を開発して実施工に適用し、以下の成果を得た。

ⅰ．削岩機・電動ハンマードリルの移動精度および削孔深さ精度は良好であった

ⅱ．自動削孔装置を適用することで、人力施工に比べ、施工効率が向上した

ⅲ．粉塵の飛散防止機構により、削孔中の粉塵の飛散がみられず、作業環境が改善された

ⅳ．鉄筋接触時には、削孔の速度低下を検知して設計通りに自動で削孔を中断し、次の孔を削孔することを確認した
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図－１ 適用対象構造物 

（b）小径用自動削孔装置 

（削孔径φ20mm） 

（a）大径用自動削孔装置 

（削孔径φ34mm） 

写真－１ 大径用自動削孔装置 写真－２ 小径用自動削孔装置

写真－３ 大径用自動削孔装置適用後の壁面

・側壁の片面に小径用自動削孔
装置を適用 

・対面の側壁に大径用自動削孔
装置を適用 
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